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  石英ファイバ先端の加工方法を図 2 に示す．まず初めに，
図 2(a)に示すように各粉末を含有させた加工用ペレットを作
成 す る ． 各 粉 末 に つ い て ， 精 密 天 秤 ( 島 津 製 作 所 製 ：

























TiO2 SiO2 MnO2 ZrO2
79.90 46.00 86.94 123.22
 密度 kg/m3 4240 2651 5026 5560
 融点 ℃ 1870 1610 847 2900
 沸点 ℃ 2927 2950 - 4300
 熱伝導率 W/m・K 6.53 1.55 － 1.95
 熱容量 J/mol・K 55.06 44.46 54.05 56.23
2.65 1.46 2.16 2.19
 平均粒子径 μm 1 2.2 2.8 1






2 μm 2 μm  
   (a) 酸化チタン粉末       (ｂ) 酸化ケイ素粉末 
2 μm 2 μm  
  (c) 二酸化マンガン粉末     (d) ジルコニア粉末 















図 2 ファイバ先端の加工方法 
 
20 mm  
図 3 加工用ペレット(粉末：ジルコニア) 
 










　レーザ    Nd:YAG 
　波長 λ    1064 nm
　ピークパワー P    1 - 4 kW
　照射エネルギ E    50 - 990 mJ/pulse
　パルス幅 τ    50, 100, 200, 400 μs
　周波数 f    1 - 99 Hz
　ファイバ    石英
　コア径 φc    400 μm
　開口数 NA    0.37
　拡がり角 ξ    21.7°  







































図 4 加工したファイバ先端の SEM 像 
(加工：酸化チタンペレット) 
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　　　最大感度波長 　　960 nm  
表 4 ファイバ先端の加工条件 
　レーザ    Nd:YAG 
　波長 λ    1064 nm
　ピークパワー P    1 - 4 kW
　照射エネルギ E    100 - 800 mJ/pulse
　パルス幅 τ    50, 100, 200, 400 μs
　周波数 f    1 - 99 Hz  
(a) 濃度：5wt％ (Ar=9％)   (b) 濃度：40wt％(Ar=14％) 
図 8 粉末濃度の違いによるファイバ先端の比較 























た．図 8 は，先端の加工条件がτ =100μs，E =300mJ/pulse の
とき，各粉末濃度のペレットで加工して，その表面を SEM 観



















  τ =100 μs
  E =200 mJ/pulse

























(a) 濃度：5wt％ (Ar=13％)  (b) 濃度：40wt％(Ar=17％) 
図 9 粉末濃度の違いによるファイバ先端の比較 
(τ =200 μs, E =600 mJ/pulse) 







  τ =50 - 400 μs
  E =50 - 990 mJ/pulse





























を図 10 に，加工条件がτ =100μs，E =400mJ/pulse のとき，各



































































(a) TiO2粉末 (Ar=14％) 
 
10μm10μm  
図 12 は，ペレット内の粉末重量比率を 5wt％で同一条件と
したとき，酸化チタン粉末と酸化ケイ素粉末における加工エネ
ルギと減衰率との関係を，図 13 は，ファイバ先端の加工条件













(b)  ZrO2粉末 (Ar=11％)   (c) MnO2粉末 (Ar=7％) 
図 11 各粉末で加工したファイバ先端の SEM 画像 
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